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で開

催された第95回アメリカ気象学会年次大会に参加して

きました．この大会にはこれで３回目の参加となりま

すが，毎回その規模の大きさと内容の幅広さに感心し

ます．会期は５日間で，テーマ毎に分かれて数十の

セッションが並行に開催されます．小さなセッション

では１日で終わるものもありますが，大きなセッショ

ンでは４日間にわたって一つのテーマで発表・議論が

続き，とても聞き応えがあります．日本気象学会の専

門分科会や各種研究会を10倍くらいにしたような規

模，といえば伝わるでしょうか？ この大会では口頭

発表は１件15分で発表件数も多いのですが，講演時間

が厳守されているためか，一つのセッション内でも聴

講者の入れ替わりが結構あり，いろんな分野の講演が

聞きやすくなっているように感じられました．加え

て，口頭発表の講演は録画・録音され，後日公開され

るので，私のように英語の聞き取りに難がある参加者

にとっても大変助かります．また，お昼休みやコー

ヒーブレイクも長めにとられており，参加する側とし

ては気分的に余裕が持てました．日本の気象学会もこ

ういう風になればいいのになぁと思うのですが，やは

りこれだけいろいろ用意するためか参加費が５～７万

円と，日本気象学会の定期大会に比べるとかなり割高

です．とはいえ，参考になるところは日本の気象学会

でも取り込んでいけたらと思います．

皆さまからの他の学会への参加報告や気象学会への

ご意見も「天気」への投稿をお待ちしています．（そ

ういう意味では，この話題もここに書くのではなく，

「参加報告」として「天気」に投稿すべきだったかも

しれま

編集後記：今年の１月にアメリカ・フェニックス

（せん．） 修林 )吾

2 研究協会学術賞「三宅賞」015年度地球化学 補者の募集

１．三宅賞：

対象：地球化学に顕著な業績を挙げた研究者

表彰内

および「進歩賞」候

て賞牌および賞金30万

円，毎年１名

２．進歩賞：

対象：1975年４月２日以降に生まれた方で，地球化

学の進歩に優れた業績を挙げ，将来の発展が期

待される研究者

表

容：賞状，副賞とし

賞金10万円，毎年１～２名

３．応募方法：

地球化学研究協会のホームページからダウンロー

ドした申請書に，略歴・推薦理由・研究業績などを

記入し，主な論文10編程度（三宅賞），２編程度

（進歩賞）を添えて，下記のあて先へ送付して下さ

い．応募書類等は三宅賞及び進歩賞選考のためにの

み用いられます．

４．締切日：

2015年８月31日 (必着)

５

彰内容：賞状および

ホームページ：

http://www-cc.gakushuin.ac.jp/ e881147/Geo
 

chem/index.html

６．応募書類送付先：

〒100-8212東京都千代田区丸の内1-4-5

三菱UFJ信託銀行リテール受託業務部

公益信託グループ

（公益信託）地球化学研究基金 伊藤幸雄

７．問合せ：

電子メールで下記アドレスへお願いします．

E-mail：eitaro1939＠yahoo.co.jp または

hirose45037＠mail2.accsnet.ne.jp

＜気象学会から＞

これらの賞の応募には学会の推薦は必要ありません

が，気象学会から推薦するにふさわしい方をご存じで

したら，2015年７月31日（必着）までに気象学会の部

外表彰等候補者推薦委員会あてお知らせ下さい．

．地球化学研究協会


